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本論 の 目的は ､ 先住民は なぜ貧 し い の か
､

い かなる条件 下 で彼 ら の 人間開発が促 され る

の か を解明す る こ とに あるo 昨今 ､ 先住民 の 開発 問題 - の 関心 が高ま っ て い るが
､
研究ゐ

多く は規範論な い し表層的な分析 に とどま っ てお り ､ 先任民の 現実に根差 した分析 は欠 け

て いた ｡ 本論 は こう した既往の研 究 の 欠を埋 め ､ 従来分析が十分 で なか っ た先住 民と外部

社会 の 相互 作用と いう視点か らこ の 間題 の解明を 目指す｡

こ こ で本論が対象とす る ､ メ キ シ コ の 先住民に つ い て触れてお こう ｡ 事例 と し て 選ん だ

の は
､

1 万 の住民の 9 割が オ トミ
ー 語を話すと い うオ トミ

ー

( 族) ･ コ ミ ュ ニ テ ィ の サ ン テ

ィ ア ゴ ･ メ ス キテ ィ トラ ン (S M ) で ある ｡･ オ トミ
ー

は ､ 貧困層 の核をなす先住民 の 代表 的

語族の 1 つ で ある o S M で は
､

2 0 世紀初頭ま で は付近 の 大農場 で の農業労働 を酸い て 外部

社会と の接触は 限られて い たo だが
､

それ以降､ 農地改革 に始まり ､ 人 口増加た伴う農地

の細分化 ､
公 共政策の 実施 ､ 移住の 活発化 など変容 を経験 し て い る｡ こ の よう に有意義な

事例研究 の 対象と考えられ る o

本研究 の 特徴の 1 つ はそ の 方法論 にある o すなわ ち
､ 質的資料 の 収集と解釈も含め 1 つ

の先住民 コ ミ ュ ニ テ ィ が辿 っ た変容 の 記述 と説明に重点をおき ､ 学際的 ､ 地域研究的な手



法を採用す る こと によ っ て ､ 研究者に都合 の よ い側 面だけを切 り 取ろうとする従来 の 開発

研究にお ける限界を補おう とした
o

メ キ シ コ 先住民に関す る議論 で は ､ . 深く論 じられる こ

と の なか っ た
､
1) 先住民 コ ミ ュ ニ テ ィ ､

2) 市場と非先住民､
3) 政府と非政府 の援助主体､

と い う 3 つ の分析 単位それぞれ の 性質と各単位間の 相互作用を実体的に把握す るよう努め

た｡ 先住民 コ ミ ュ ニ テ ィ が ､ 市場経済の浸透や公共政策の 実施 に伴い どの ように変化 し て

い っ た の か
､ そ の過程 で い か なる 問題が新た に生 じた の かを先住 民 の 立場か ら理解するた

め ､ 現地社会 に可能な限り接近す る ように したo

こ の ような枠紳み を有す る本論が扱う先住民族の 開発 問題 に つ い て の主題は 3 つ か らな

るo すなわち､ ①先住民と学校教育､ ②経済活動 にお けるイ ン フ ォ
ー マ リテ ィ と先住民嘩

お よび③先住民と援助の 問題 で ある ｡ これ らは
､ 筆者が先住民 の 開発 を語る際に最も重要

と考 え る問題 で ある｡ 以下
､

そ の 議論を要約 してお こ うo

先住民と 学校教 育

S M で は教育の 普及が顕著 に遅れ た の だが
､
1 9 7 0 年代以降､ 特 に過去.

1 0 年の 間に就学率

の 上昇が み られる ｡ 教育の普及過 程 の検討 を通 じて
､ 以下の知見 を得る こ とが で きた ｡

第 1 に
､ 先住民と いう様 々 な不利 を抱 えた人 々 に教育が行き渡 るため には ､ 政府 の 果た

す役割は重要 で ある
｡ 近年 の 教育の 普及 には

､ 教育施設 の建設 と拡充がは かられた こ と
､

お よび教育の 直接費用と機会費用 を削減す る措置 が実施された こ と が寄与 して い る｡ 本論

で はそ の他 に ､ 政府が
一 定の 学歴 を要求す る雇用機会を創出 した こ と の 意義を強調 したo

雇用創出と い う観点か ら重要 な の が
､

｢ 教育 エ リ ー

ト｣
..
と で もい う べ きオ トミ

ー 世帯 を産み

出した先住 民学校制度で ある o

第 2 に ､ 先住民側 の教育機会 - の 対応 に つ い て みると ､ 非先住民と比 べ て の普及 の遅れは

オ トミ
ー の所得貧 困に加 え言語上 の 不利や非先住 民による偏見 ･ 差別 と い っ た非経済的要

因にも よ っ て い た こと､ お よび オ トミ
ー 内で の教育の受容は格差を伴 い っ つ 進 ん で い っ た

こ とが分か っ た ｡ 1 9 6 0 年代ま で は ､ 移住経験 を生か した者や 公共政策 - の ア ク セ ス の よ い

者など
､ 少数 の オ トミ

ー だけが 学校に通 っ たo それ以降､
二言語話者の 増大や移住の

一 般

化 など の 社会経済的統合と教育政策の深化 に伴い
､ 教育の 必要性が オ トミ

ー の 間で も認 め

られ て いく-｡ 最近 では ､ 貧 し い家庭 に育ちながらも高校 を修 了す る若者が現れ る ように な

り
､

男女間の 格差 も消え つ つ ある ｡ だが ､
これら の 変化 の 陰で ､ 山際などの周縁部に住む

世帯 ､ 季節移住を繰り返す貧困世帯や親がア ル コ
ー ル 依存症の 世帯な ど

､ 低 い教育水準 が



再生産 され る世帯が今日 で も多数存在する
｡

コ ミ･. ユ ニ テ ィ の変容を念頭におく とき ､ 教育

政策は ､ 先住民内 の 格差に も敏感で あらね ばならな い o

学校教育の 普及も含む外部社会 - の 統合 の 深まりは ､ 先住民 の 生活水準を上昇させ る
一

方 で
､
独自 の 言語や習慣 の消失を招きやす い

｡ そ こ で ､ ( 維持型) 二言語教育が脚光を浴び

て い る｡ 本論 では ､ 教育の 普及過程 の分析 に続 い て
､

二言語教育が実施され るた めに は関

係者が い か なる資源 と誘因を持 つ 必要が ある の か を考察した c,

二 言語教育の 有無 を決め る条件 には
､ ①統合の深まり と先住民に対す る偏見 ･ 差別 と い

う優勢言語 ( 不 ペ イ ン 語) の 単
一

利用化 を促す圧力 (負に作用) ､ ②政府 ･ 非政府 の外部主

体に よる制度上
､ 技術上 の 支援 ( 正 に作用) ､ ③知識層に よるリ ー ダ ー シ ッ プなど の コ ミ ュ

ニ テ ィ側 の条件 ( 正 に作用) ､
の 3 つ がある o S M の 場合 ､

オ トミ
ー

語が 比較的よく保た れ

て い る の だが
､ 若者の 間 で はオ トミ ー 語離れが進 ん で い る

｡ 現在 では幼稚園と小学校 はす

べ て 先住民学校で あり
､ 教員はオ トミ

ー

で ある｡
これ以外 にも言語学者によ る協力な ど技

術上
､ 制度上 の 条件 は整 っ て い る

｡
だが

､
S M で 二 言語教育が実施された こ と はない

｡ そ

の 理由は
､ 移住や非農雇用 の重要性 の 高まり ､ 差別 の 記憶 の た め

､ 母 語を話 し伝 える こ と

の価値は低 い と感 じる住民が増えて い る こ との 他に
､

二言語教育を支える リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ

がみ られない こ と にある ｡
これは他 の 多く の コ ミ ュ ニ テ ィ にも あて はまる状況で ある｡

以上 ､ 学校 教育の 分析 か ら､ 雇用機会 の 提供も含め教育の 普及 に政府 の果たす役割が 大

き い こ とが確認 で きたo しか し＼ そ の 際 ､ 教育機 会 - の 対応 にお い て 非先住民 と の 格差 だ

け で なく先住民内部 の格差 にも注 目す る必要が ある｡ 二言語教育に つ い て は ､ そ の 実現を

左右す る の は技術的 ･ 制度的条件だけでなく ､ 先住民言語 の相対的地位と住民自身の 言語

観やリ
ー ダ ー シ ッ プも重要 となる o

経済活動 のイ ン フ ォ
ー

マ リテ ィ と先住民性

メ キ シ コ 市 に は
､ 移住者の増大の ため ､

3 0 万人以上 の先住民が住ん で い る
｡

そ の 中 で ､

s M 出身 の オ トミ
ー の 生存戦略は

､ 先住民性 ( 人間関係 と行動規範にお ける出身地と の 連

続性)
､
お よび経済活動 の 強 いイ ン フ ォ

ー

マ リテ イ (宅地 の 不 法占拠 ､ 物乞 い や行商も含む

イ ン フ ォ T マ ル な稼得所得活動) の結合に より
､
療徴付 けられ るo 先住民性 とイ ン フ ォ

ー

マ リテ ィ の 間に は補完性が あるo オ トミ ー の こ う した戦略は ､ 彼ら の 低い 人的資本 を考慮

す るならば ､ 高い経済的便益をもたらす｡ また ､ 不 法占拠地に 同郷者と一 緒に住む こ と
､

労働時間と密度に 弾力性 の あるイ ン フ ォ
ー マ ル な生業に就く こ とに は ､ 先住民言語や アイ



デン テ ィ テ ィ が保 たれやすくなる ､ 農村と都市の 双方に足場をお い た生き方も可能にな る

など
､
心理 的な便益もある

o
だが そ の反面 ､

｢ 都市 の オ トミ
ー

｣ である こ とは都市にお ける

孤立と いう費用を抱 えてお り
､

そ れは移住者の社会経済的上昇 には否定的に作用 し得る
o

学業を犠牲 に して の 児童労働 ､
ア ル コ

ー ル 依存 ､
早婚と高 い 出生率､

さらには高 い物乞 い

従事者の 比 率 は ､ 流動性制約だけセは説明 できな い
o

こ う した オ トミ
ー 移住者の 生存戦略 は ､ 都市イ ン フ ォ ー マ ル 部門論 に も

ー

石 を投 じ る
｡ .

イ ン フ ォ
ー

マ ル部 門論にお い て は新古典派経済学的な議論が 支配的 で あるo 先住民性 と結

び つ い たオ トミ
ー 移住者 の イ ンフ ォ

ー マ リ テ ィ は ､ (所有権の 侵犯と い う性質 にも根差す)

不 安定性と不確実性 を抱える こ と ､ 先住良で あるが故 に不安定性 と不確実性 を削減す る よ

うな援助が存在す る こ と ､ さらに は低 い人的資本 の再生産 を促 し得る こ と
､

と いう点に お

い て
､ イ ン 7 , オ

ー マ リテ ィ に競争性や選択 の最適性 を見出す新古典派 的イ ン フ ォ
ー

マ ル 部

門論 - の反証 とな っ て い る
｡ 経済活動 の イ ン フ ォ

ー

マ リテ ィ を広 い視野 で捉 える こ と に よ

り ､ 先住民 の 開発 問題 - の 理解が深ま る事例は多い で あろう｡

援助活動 の ジ レ ン マ

メ キシ コ で は都市の先住民 の ため の 政策は存在 しない とされてきた の だが
､

不法 占拠地

に住む オ トミ
ー 移住者は ､ 政府機 関や N G O か ら様 々 な援助 を受ける ようにな っ た o 援 助

する倒 の 目標は ､ オ トミ
ー の都市社会 - の 統合とそ こ で の 地位向上 に ある ｡ だが ､ 投入 さ

れた援助資源と 労力 を考慮す るならば
､

こう した期待 の 実現度は低 い 0

オ トミ
ー 移住者 - の援助が援助主体の期待 した成果を収 めにくい 理由と して

､ ①援助資

源の 不足 ､ ②援助主体の オ トミ
ー

､
に関す る不十分 な情報や不適切な仮定 ､ ③受益者の 期待

と行動を歪 め得 る援助 の 慈善的性格､
と い う援助研究で よく言及され る 3

-

) の 要因を検討

した後 ､ ④援助活動が受益者の先住民性とイ ン フ ォ
ー マ リテ ィ の利得 を高め る ことに より

｢都市の オ トミ
ー で ある こ と｣ の ジ レ ン マ に組み 込 まれて い る こ とを指摘 したop オ トミ

ー

が援助を引き付 ける条件 の 中には
､
イ ン フ ォ

ー

マ リテ ィ と先住民性が含まれる｡ そ の せ い

もあ っ て慈善的な援助がオ トミ
ー

に なされてきた の だが､ それは結果と して
､ 受益者の イ

ン フ ォ
ー

マ リテ ィ と先住民性 の利 得を高め
､

｢都市の オ トミ
ー

｣ で ある こ とを強化 し得 る ｡

さらに
､

｢都市 の オ トミ
ー

｣ で あり続 けるが故 に受益者は援助主体の 関心 を集め続ける
｡

オ トミ
ー 移住者 - の援助活動には ､ その先住民性とイ ン フ ォ

ー

マ リテ ィ とに補助金を与

える面がある o 前者 - の補助金は文化 的多様性を望ま し い とする観点 か ら正当化 でき る o



後者 - の補助金 は ､ 経済活 動 の 安定化 に寄与す るならば受益者の 福祉 を高め得る o だが ､

｢ 都市 の オ トミ
ー

｣ で ある こ とは由立と い う費用を伴うo
さらに

､
｢都市の オ トミ

ー

｣ であ

る こ と の選択 に援助が織 り込 まれ て い ると いう意味では
､ 援助は依存 をもた らし得 るo

こ の ように
､ 開発か ら疎外されて きた先住 民 の ため になされる援助活動は

､ _援助する側

が予期せ ぬ影響を及 ぼし得 る ｡ 援助主体は
､ 先住民 の 生存戦略 を理解 した上 で

､ 個人お よ

び集団として の 受益者の能力 を高め る ような内容と方法論を持 つ 援助を実施する こ.とが求

め られる｡




